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自然科学系を専門とする女性大学教員のキャリアパス分析 

 

 
加藤 真紀（文部科学省 科学技術政策研究所）， 

○星越明日香（文部科学省 科学技術政策研究所） 

 

 
1. 研究の背景と目的 

 「科学技術創造立国」を目指す我が国にとり，「理科離れ」，「少子高齢化」といった課題が浮上する

中で，次代の科学技術を担う優れた人材の確保は急務である。第 3 期科学技術基本計画（平成 18 年 3
月閣議決定）においても，次代の科学技術を担う人材の裾野の拡大を謳っている。 
 女性は，科学技術人材としてその活躍や増加を期待されている一方で，数は容易には増えない。また，

大学等研究機関において，所属機関や専攻分野に偏りがあること[1]，自然科学系分野における高職位の

女性教員の割合が圧倒的に低いことが指摘されている[2]。 
 このような状況において，欧米では，自然科学系分野の女性研究者のさらなる増加や活躍を目的に，

彼女らのキャリア形成に関する分析が盛んに行われている。例えば，米国で 1980 年代末に提案された

「パイプラインモデル」では，自然科学分野により多くの女性学生を送り込むことで，有能な女性研究

者の割合の向上を実現しようとした。パイプラインモデルaでは，自然科学系分野における女性の脱落を

防ぐことを目的に様々な支援策が生み出された[1]。また，欧州においては，欧州委員会によって 1999
年に設置されたヘルシンキグループが，女性研究者に関する種々の統計調査bを行い，自然科学分野にお

ける女性研究者のキャリア形成の動向把握に努めている[4] 。 
 我が国においても，「女性研究者支援モデル育成事業」や「女性研究者支援システム改革加速事業」，

「女子中高生の理系進路選択支援事業」といった支援策が取り組まれており，大学等研究機関単位での

女性学生や教員の研究環境やキャリア形成に関する具体的な支援活動の実施とともに，これらに関連す

る調査研究の成果が散見される。しかしながら，国内の女性研究者全体を対象とした基本的なデータの

整理はされておらず，キャリア形成の実態把握や，女性研究者支援策の評価は困難な状況である。 
 そこで本研究は自然科学系分野の学生ならびに大学教員を対象とし，大学の学位課程別の女性学生割

合，大学教員の職階別女性教員割合の分析を通じて，特に理学，工学，農学，医（保健）学分野におけ

る女性の段階別，性別別，国籍別の構成の推移を把握することを試みる。その際，コホートや留学生，

外国人教員区分に留意し，どの段階において各分野の女性学生ならびに女性教員の割合が大きく低下す

るのかを明らかにすることで，自然科学系分野における女性人口の増加と，女性教員の高職位への進出

について考察する。 
 

2. データの出典 

 本研究では，性別に加え，コホートや留学生，外国人教員についても，可能な限り，それらの構成を

把握することを目指したc。このため，大学教員について現在入手可能で最新の情報である文部科学省学

校教員統計調査（平成 19 年度）dの結果を使用し，大学教員の現状を把握した。また，博士課程修了者

から大学教員への接続の推定のためe，学生については文部科学省学校基本調査（平成 12 年度，平成 14
年度）の結果ならびに「我が国の博士課程修了者の進路動向調査データ」fを使用した。文部科学省学校

基本調査では，それぞれ大学学部卒業時点，大学院修士課程修了時点，進路データからは大学院博士課

程修了時（博士号取得者のみ）の分野別，性別別，国籍別の情報を得た。なお，平成 12 年度の大学学

部卒業時点ならびに平成 14 年度の大学院修士課程修了時の外国人学生の割合は，当該年度の大学学部

ならびに大学院の分野別性別別国籍別在籍者の割合を算出して推定した。 
 
3. 分析結果 

（1）データの概要 

 平成 12 年度の大学学部卒業者 545,512 人のうち，自然科学系分野の卒業者は 165,292 人であり，その

うち女性学生は 38,269 人，男性学生は 127,023 人であった。外国人学生は，6,376 人と推定され，1,085
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人が自然科学系分野，そのうち女性学生は 273 人，男性学生は 812 人と推定された。平成 14 年度の大

学院修士課程修了者 67,412 人のうち，自然科学系分野の修了者は 41,424 人であり，そのうち女性学生

は 6,960 人，男性学生は 34,464 人であった。外国人学生は，9,869 人と推定され，4,867 人gが自然科学系

分野，そのうち女性学生は 1,450 人，男性学生は 3,416 人と推定された。H17 年度の博士課程修了者 15,582
人（性別・国籍・専攻分野不明者 229 人を含む）のうち，自然科学系分野の修了者は 11,704 人であり，

そのうち女性学生は 2,498 人，男性学生は 9,124 人であった。自然科学系分野の外国人学生は 2,071 人で

あり，そのうち女性学生は 640 人，男性学生は 1,431 人であった。 
 H18 年度の新卒採用者 1,659 人のうち，自然科学系分野の採用者数は 1,238 人であり，そのうち女性

は 347 人，男性は 891 人であった。自然科学系分野の外国人採用者数は 28 人であり，そのうち女性は 9
人，男性は 19 人であった。 
 
（2）全分野と自然科学系分野の比較 

 図 1 a），b）に全分野（人社系含む）と自然科学系分野合計の学生の国籍別・性別別割合を示した。

また，新卒採用以後の本務教員の構成についても職階別に国籍別・性別別割合に示した。 
 図 1 a），b）いずれにおいても，全ての段階で男性の割合が半分を超える。図 1 a）の全分野の学部

卒業者，修士課程修了者，博士課程修了者，新卒採用者，教員合計（助教～教授）の女性割合はそれぞ

れ 38.4%，27.1%，26.3%，31.9%，17.1%である。自然科学系分野に限定すると，それぞれ 23.2%，16.8%，

21.3%，28.0%，14.1%である。全分野，自然科学系分野いずれにおいても男性の割合は高いものの，①

修士課程あるいは博士課程進学時の外国人学生の増加，②新卒採用時の女性割合の増加が認められた。

また，全分野と自然科学系分野の女性割合では後者が低いが，減少の幅は相対的に小さい。 
 全分野，自然科学系分野いずれにおいても外国人学生は学部卒業時よりも修士課程・博士課程修了時

の構成割合が高いことが認められる。全分野の外国人学生の学部卒業者に占める割合は 1.2%，自然科学

系分野に限定すると 0.7%だが，修士課程修了時にはそれぞれ 14.6%，11.7%，博士課程修了時にはそれ

ぞれ 18.3%，17.7%である。新卒採用者に占める外国人の割合それぞれ 3.6%，2.3%で，博士課程修了者

に占める割合よりも低下するものの，いずれも教員に占める外国人の割合よりも高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（3）自然科学系分野間の比較 

 図 2 a）～d）に，自然科学系分野ごとの学生の国籍別・性別別割合を示した。また，新卒採用以後

の本務教員の構成についても職階別に国籍別・性別別割合に示した。 
 自然科学系分野の女性学生の割合は分野によりばらつきがあるが，工学の博士修了者を除き，いずれ

の分野でも，学位課程が高度化するにつれて女性学生の割合は低下する。一方，外国人学生の割合は，

医（保健）学を除き，男女とも学位課程が高度化するとともに増える。新卒採用については，農，医（保

健）学で女性の博士課程修了者割合よりも採用割合が高くなっているが，いずれの分野においても外国

図 1 学位課程別・職階別の性別別・国籍別構成 

a) 全分野の構成（人社系含む） b) 自然科学系分野 
（理学，工学，農学，医学（保健含む））
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人学生の割合は低下する。 
 理学では学部卒業，修士課程修了，博士課程修了の女性学生の割合はそれぞれ 27.6%，22.5%，20.9%
であるが，新卒採用では 8.9%に低下する。工学においては，それぞれ，10.6%，9.0%，11.1%で，自然

科学系分野の中で唯一女性学生の割合が増える。しかし，工学においては博士課程修了者の日本人女性

学生と外国人女性学生の割合がそれぞれ 5.5%，5.6%であり，日本人学生に限定して男女割合をみると，

女性学生の割合は学部卒業時点の 10.6%から，修士課程修了時で 7.7%，博士課程修了時の 7.6%に減少

している。農学においては，それぞれ 41.4%，33.8%，25.2%と，医（保健）学に次いで女性学生の割合

が高い。また，新卒採用時には博士課程修了者よりも女性の占める割合が高い。医（保健）学では，そ

れぞれ 57.8%，51.6%，29.2%であり，いずれの学位課程においても自然科学系分野でもっとも女性学生

の割合が高い。 
 また，医（保健）学は，他の自然科学系分野と異なり，修士課程では女性学生が男性学生よりも多い。

博士課程修了者についても，修士課程修了者よりも多いが，博士課程修了者数では学生の男女比は逆転

し，他の自然科学系分野と同様，男性学生が多くなる。 
 

 
 

 
 
 
 
4. 結論と考察 

 本研究では，学校教員統計調査，学校基本調査，「我が国の博士課程修了者の進路動向調査データ」

を使用して大学の学位課程別女性学生割合ならびに大学教員の職階別女性教員割合の分析を行うこと

で，自然科学系分野における女性人口の増加と，女性教員の高職位への進出について考察することを試

みた。分析の結果，自然科学系分野では，学部卒業時から博士課程修了にかけて，女性学生の割合ほぼ

全ての分野において低下していくことが把握された。また，博士課程修了後，教員の割合についても，

図 2 分野別・学位課程別・職階別の性別別・国籍別構成 

a) 理学 b) 工学 

c) 農学 d) 医（保健）学 
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職階が高度化するにつれて女性の割合は低下していく傾向が見られた。以上から，自然科学分野におけ

る女性割合は，ある特定の時点で大きく変動するのではなく，学位課程ならびに職階の高度化と連動し，

漸減していくことが示唆された。また，増減の傾向は分野間で差があることが明らかになった。今後は

各分野のの特徴に注目しつつ，他国における女性学生，女性教員のキャリア形成の動向についても分析

を追加し，女性研究者の育成に関わる国際比較を行う予定である。 
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